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殺虫剤の安全性評価
～挙動解明を中心に～

感染症を媒介する衛生害虫を防除するため殺虫剤が使
用されます。使用された殺虫剤が環境中でどのように
挙動するのかを把握し、ヒトにどの程度取り込まれる
かを推定し、ヒトへの影響を評価することは重要です。
今回はまず、室内で使用された殺虫剤の挙動を測定に
より解明し、ヒトへの曝露量を推定する手法を考案し、
安全性評価を行った事例を紹介します。次に殺虫剤の
室内挙動を予測するモデルを開発した事例をいくつか
お話しした後、最後に予測モデルの応用事例について
も触れたいと思います。
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